
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

成果

特色
●学区内にある水田をお借りして、「春日部赤米研究会」の方々にご

指導をいただきながら行っている。 

●６月に自分たちの手で苗を植え、１０月に育った稲を収穫する貴重

な農業活動体験となっている。 

●今年度、子どもたちが収穫した赤米を使ったパンを作り、全校から

名前を募集した。「紅っ子パン」と決まり、給食として全校でおい

しくいただいた。 

●総合「わたしたちの食と健康にズームイン」の一環として取り組み、

「地産地消」や農作物への関心を深めることができた。 

 

 

令和２年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

児童の 

感想 

赤米の田植え稲刈り体験 

●田植えでは、同じ間隔で稲を植えないとおいしくならないと聞いた

ので気を付けて植えた。稲刈りは、鎌で稲を切るのがとても力を使

うので大変だった。 

●田植えの時、「稲は命の根っこ」だと教えてもらった。お米を食べ

るとき、育ててくれている農家の方に感謝したいと思った。 

●自分たちで赤米を収穫して、給食でパンとして食べたのがうれしか

った。紅っ子パンは、もちもち感や赤米の食感がおいしかった。 

とよの 

第５学年 

紅っ子パン 

（豊野小オリジナル 

赤米パン） 


